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町内学校園の子ども人数（H28.1.4 現在）小学校６校　764 人　中学校４校　439 人　公保・私幼８園　410 人　
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平成 2８年２月発行

１年生調理実習。いわしの調理 ( 佐用中学校 11 月 9 日）

書き初め大会。ゲストティーチャー井谷智行さんによる実
技指導 ( 佐用小学校 1 月 13 日 )

行
動
に
移
す

　

申
年
と
言
え
ば
テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道
で
は

「
荒
れ
る
」
年
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
新
年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
終

わ
る
や
い
な
や
、
岡
山
県
北
東
部
を
震
源
と

す
る
震
度
３
の
地
震
が
発
生
し
、
佐
用
に
お

い
て
も
寝
入
り
ば
な
を
襲
わ
れ
た
か
た
も
多

く
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
庵
逧
町
長
は
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で

「
挑
戦
」
の
言
葉
を
強
調
し
、
佐
用
町
合
併

10
年
後
、次
の
10
年
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

佐
用
の
教
育
に
お
い
て
は
、
10
年
先
を
見

た
時
、現
在
の
教
職
員
の
半
数
が
退
職
す
る
、

世
代
交
代
の
10
年
で
す
。
ま
さ
に
、
少
子
化

の
流
れ
と
教
職
員
の
世
代
交
代
を
し
っ
か
り

見
据
え
、
若
い
世
代
の
教
職
員
を
育
て
て
い

く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
チ
ン
グ
の
権
威
で
あ
る
、
伊
藤
守
先

生
の
言
葉
に
「
や
る
気
な
ん
か
出
さ
な
く
て

い
い
ん
で
す
。
や
る
こ
と
が
大
事
な
ん
で

す
。」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　

寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
と
き
は
互
い
に
体
を
寄

せ
合
い
、
温
か
く
な
る
と
野
山
を
駆
け
回
る

猿
の
よ
う
に
、
状
況
を
見
極
め
、
理
屈
よ
り

「
行
動
に
移
す
」
こ
の
精
神
で
今
年
は
望
み

ま
す
。

ひまわりボランティア。観光客の写真撮影。
( 上津中学校 8 月 1 日 )

地震避難訓練 ( 三日月小学校 1 月 13 日 )



教育さよう 教育さよう

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
い
し
く
て
安
全
な
給
食
を
配
信

むぎごはん、牛乳、佐用姫ポークのミンチカツ、味噌
汁、白菜のゆずごまあえ

　

現
在
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
22
年
９
月
か
ら
稼
動
し
、
現
在

５
年
が
経
過
し
、
６
年
目
に
入
り
ま

し
た
。

　

西
播
磨
で
は
、
初
の
オ
ー
ル
電
化

オ
ー
ル
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の
施
設
で
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
等
に
も
力

を
入
れ
、
安
心
安
全
な
食
材
は
も
と

よ
り
、
佐
用
町
で
採
れ
た
米
を
は
じ

め
旬
の
野
菜
や
、
地
場
産
を
利
用
し

た
加
工
品
も
多
く
取
り
入
れ
た
学
校

給
食
を
め
ざ
し
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
佐
用
町
の
全
小
中
学
校
と

佐
用
マ
リ
ア
幼
稚
園
、
教
職
員
の
給

食
合
計
１
，
４
４
１
食
分
を
作
っ
て
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佐
用
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会
を
開
催

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
の
連
携
が
必
要

篠原嘉一氏の講演会。インターネッ
トに潜む危険性を学ぶ

　

平
成
27
年
12
月
19
日
さ
よ
う
文
化

情
報
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、

佐
用
町
青
少
年
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

佐
用
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
小
・
中
・
高
等
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
方
や
一
般
の
方
々

約
50
人
が
参
加
し
、
上
月
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
実
践
発

表
と
、
兵
庫
県
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

サ
ポ
ー
タ
ー
の
篠
原
嘉
一
氏
を
講
師

に
招
き
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
月
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
実

践
発
表
で
は
、
交
通
安
全
立
ち
番
や

奉
仕
活
動
等
教
育
環
境
づ
く
り
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
修
会
、
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
場
づ
く
り

と
し
て
の
「
お
し
ゃ
べ
り
ル
ー
ム
開

設
」
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
当
日
の
資
料
に
お
い
て
、

南
光
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活

動
お
よ
び
利
神
保
育
園
保
護
者
会
の

活
動
の
発
表
が
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

数
が
年
々
減
少
し
て
い
く
中
、
保
育

園
・
小
学
校
・
中
学
校
が
連
携
し
よ

り
充
実
し
た
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
の
必
要

性
や
、
地
域
と
保
育
園
、
地
域
と
学

校
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
篠
原
嘉
一
氏
の
講
演
会
で

は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
～
何

気
な
い
投
稿
か
ら
起
き
る
人
権
侵
害

～
」
と
題
し
て
具
体
的
な
事
例
が
紹

介
さ
れ
、参
加
者
が
身
近
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
裏
に
潜
む
危
険
性
に

つ
い
て
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
安

全
に
利
用
す
る
た
め
の
設
定
方
法
に

つ
い
て
、
実
際
に
参
加
者
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が
ら
演
習
し

ま
し
た
。

佐
用
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
「
家
族
の
絆(

第
34
集
）」
が
完
成

子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
て
ほ
し
い

　

佐
用
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
毎
年
作

成
し
て
い
る
編
集
冊
子
『
家
族
の
絆

（
第
34
集
）』
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

忙
し
い
毎
日
の
中
で
つ
い
忘
れ
が

ち
に
な
っ
て
し
ま
う
、
子
ど
も
の
成

長
や
家
族
の
温
か
さ
を
、
家
庭
で
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
を
「
あ
っ
た
か
い
ん
だ
か
ら
」

と
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
の
方
々
の
素
直
な
気
持
ち
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
た
心
温
ま
る
作
品
集
で

す
。
町
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
及
び
関
係
機

関
に
は
配
布
・
回
覧
し
ま
す
。
ご
覧

教
育
研
修
所
所
員
等
研
究
会

等
し
く
学
べ
る
環
境
づ
く
り

　

佐
用
町
教
育
研
究
所
は
、
合
理
的

配
慮
（
ゆ
に
ば
ー
さ
る
）
研
究
会
を

月
１
回
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

関
西
福
祉
大
学
か
ら
市
橋
真
奈
美

先
生
を
招
き
、
学
校
生
活
の
中
で
の

合
理
的
配
慮
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

研
究
所
員
及
び
、
町
内
小
中
高
等
学

校
の
教
職
員
が
参
加
し
研
修
を
深
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

各
校
で
の
実
践
を
持
ち
寄
り
、
参

加
者
で
協
議
し
、
よ
り
良
い
教
育
環

境
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
等
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
め
ざ
し
、

今
後
も
研
修
を
深
め
て
い
く
予
定
で

す
。

い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
所

長
１
人
、
事
務
１
人
、
調

理
員
16
人
、
運
転
手
４
人
、

栄
養
教
諭
２
人
の
合
計
24

人
で
す
。

　

平
成
27
度
年
か
ら
町
の

助
成
に
よ
り
、
質
の
向
上

や
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
に
力

を
入
れ
、
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
気
持
ち
を
常

に
忘
れ
ず
、
み
な
さ
ん
に

よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
る
、

お
い
し
く
て
安
全
な
給
食

を
い
つ
も
心
が
け
、
子
ど

も
た
ち
に
食
育
の
基
礎
と

な
る
食
事
を
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
か
ら
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

に
な
り
た
い
方
は
、
佐
用
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
事
務
局
（
佐
用
町
教
育
委
員

会
内
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

内
容

・
子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き　
　

・
大
人
の
つ
ぶ
や
き

・
子
育
て
体
験
文　

・
子
育
て
川
柳

・
家
族
の
風
景
写
真　

・
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
写
真

・
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ｃ

　

Ａ
活
動
実
践
記
録

関西福祉大学の市橋真奈美先生を招いて開催した研修講座
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佐用町立学校臨時的任用教員・非常勤講師募集

　佐用町教育委員会は、佐用町内の小・中学校の教員
などの欠員代替などとして、臨時的任用教員及び非常
勤講師を随時募集しています。
募集職種
◦臨時的任用教員
欠員補充や産前産後休暇などの代替として勤務する常
勤の教諭及び養護教諭

◦非常勤講師
定められた教科などの授業を行う非常勤の講師
募集対象・資格
◦希望する校種または担当教科の教員免許状を所有す
るかた（取得見込みのかたを含む）

◦地方公務員法第１６条及び学校教育法第９条の欠格
事項に該当しないかたと熱意をもった健康なかた
必要書類
◦履歴書（市販のものに必要事項を記入のうえ、３カ
月以内に撮影した写真を貼付）
登録申込方法
◦月曜日から金曜日(祝日除)の午前９時から午後５時
に佐用町教育委員会へ持参するか郵送してください。

※教員免許状取得見込みのかたも登録できます。
任用方法
◦任用は、直接本人に連絡します。
◦応募されても、任用がない場合もありますので、ご
了承ください。

適応指導教室「ほっとルーム」
　適応指導教室「ほっとルーム」は、開設して
８年目を迎えます。数か月在籍して学校へ復帰
できた生徒もいれば、復帰が困難だった生徒も
います。しかし、この「ほっとルーム」に通う
中で、同じ通級生や先輩たちと交流を深め、自
分を見つめ直しながら過ごせています。一人一
人の課題は異なりますが、家から一歩踏み出す
ことにより、少しずつ成長しています。
　この教室では、教科の学習をはじめ、室外で
の体験活動など、やってみたいことを話し合っ
て取り組んでいます。
　不登校傾向の児童・生徒の保護者のかたで、
ご心配なかたは一度、このほっとルームに足を
運んでみてください。
　月曜日から金曜日の午前８時半から12時半ま
で開設し、指導には、鈴木晶子・見明輝子・平
井玲子・岡本 正の4人が携わっています。
問ほっとルーム(上月支所2階)  ☎８６－１２１１

平成28年度学童保育　募集
　町内の小学校に就学する児童で、保護者
が仕事や病気などのために、放課後や長期
休業中に児童を看ることができない場合には
学童保育を利用することができます。 
◦対象児童　町内の小学校に就学する児童で、放課後

や長期休業中に家庭で保護するかたがいない家庭の
児童 

◦保育場所　佐用マリア幼稚園（上月小学校以外）、
　　　　　上月保育園(上月小学校)

◦保育時間　登校時　放課後～18:00　
　　　　　　長期休業中：8:00～18:00
（土日祝日、お盆、年末年始などは休園） 
◦送迎方法　佐用・上月小学校からは徒歩。その他の

学校からはスクールバスなど。迎えは保護者となり
ます。

◦保育料
　年間を通して利用する場合：月額8,000円（第2子以

降無料。その他、所得に応じて減免制度あり） 
　長期休業中のみ利用の場合：夏季23,800円、冬季

6,000円、春季6,800円　※長期利用は減免制度なし 
◦入所申込　所定の申込書を提出してください。（締

切２月29日） 
※申請書類は町ホームページからダウンロードできま

す。

青少年育成センターから
　平成27年度に行った青少年育成センターでの
相談業務の内訳を紹介します。

電話・面接　相談内訳
年度・内訳 平成 27 年度 (12 月末 )
相談内訳等 件数 内面接 割合

相
談
内
容

いじめ 2 2 0.7%
不登校 44 37 15%
進路・学習 48 28 16%
友人関係 3 3 1%
異性・性 7 5 2%
親子関係 95 54 32%
しつけ・子育て 5 4 2%
身体・健康 1 0 0.3%
性格 0 0 0%
非社会的行動 0 0 0%
反社会的行動 55 35 19%
学校・教師の指導 14 13 5%
その他 20 16 7%
計 294 197 100%

相
談
対
象
者

幼　児 0 0 0%
小学生 56 44 19%
中学生 135 97 46%
高校生 55 29 19%
その他 48 27 16%
計 294 197 100%


